
★
「
ヨ
ク
シ
」
は
「
ユ
ク
シ
」

！

◆
鳩
山
政
権
の
公
約
（
普
天
間
は
最
低
で
も
県
外
へ
）
は
、
迷
走
の
あ
げ
く
結
局
辺
野
古
に
戻

っ
て
し
ま
っ
た
。
新
総
理
の
菅
さ
ん
、
ど
う
か
沖
縄
と
国
民
の
声
に
耳
を
傾
け
て
下
さ
い
！

★
私
た
ち
の
究
極
の
願
い
は
非
戦
・
非
武
装

◆
私
た
ち
は
今
の
平
和
憲
法
の
前
文
及
び
第
九
条
の
主
旨
か
ら
、
長
年
に
わ
た
っ
て
非
戦
・
非

武
装
を
愚
直
に
訴
え
て
き
ま
し
た
。

◆
そ
し
て
私
た
ち
は
そ
の
第
一
歩
と
し
て
、
鳩
山
政
権
の
公
約
（
普
天
間
基
地
は
国
外
へ
、
最

低
で
も
沖
縄
県
外
へ
）
を
、
心
躍
ら
せ
て
待
ち
望
ん
で
い
ま
し
た
。

◆
と
こ
ろ
が
、
鳩
山
政
権
は
国
民
・
現
地
の
了
解
も
な
い
ま
ま
日
米
同
盟
を
優
先
し
て
、
結
局

辺
野
古
に
移
す
事
を
決
め
、
鳩
山
内
閣
は
総
辞
職
し
ま
し
た
。

★
な
ぜ
チ
ャ
ン
ス
を
つ
ぶ
し
た
？

◆
四
月
三
十
日
、
米
自
治
領
マ
リ
ア
ナ
連
邦
議
会
は
テ
ニ
ア
ン
島
へ
の
基
地
移
転
を
歓
迎
す
る

決
議
を
し
ま
し
た
。
そ
の
後
使
節
団
が
誘
致
の
た
め
日
本
に
来
た
に
も
関
わ
ら
ず
、
な
ぜ
そ

の
チ
ャ
ン
ス
を
つ
ぶ
し
た
の
で
し
ょ
う
か
？

◆
テ
ニ
ア
ン
島
移
設
案
を
無
視
し
、
沖
縄
の
痛
み
よ
り
日
米
同
盟
を
優
先
し
た
の
は
私
た
ち
の

願
い
と
は
全
く
か
け
離
れ
た
出
来
事
で
し
た
。

★
「
抑
止
」
は
「
ユ
ク
シ
」
（
ウ
ソ
）
と
分
か
っ
た

◆
今
ま
で
軍
事
基
地
は
外
部
脅
威
へ
の
抑
止
力
だ
と
何
度
も
説
明
さ
れ
て
き
ま
し
た
。
し
か
し
、

戦
後
六
十
数
年
日
本
が
攻
め
ら
れ
た
事
が
あ
っ
た
で
し
ょ
う
か
？

◆
日
本
の
軍
事
基
地
は
、
ベ
ト
ナ
ム
戦
争
そ
し
て
イ
ラ
ク
戦
争
と
、
み
な
ア
メ
リ
カ
の
戦
争
の

た
め
に
使
わ
れ
て
き
た
の
で
す
。
米
軍
再
編
の
姿
か
ら
将
来
も
そ
の
事
は
明
ら
か
で
す
。

◆
沖
縄
の
言
葉
で
ユ
ク
シ
と
は
ウ
ソ
の
こ
と
で
す
。
沖
縄
の
人
々
は
軍
事
基
地
が
外
国
か
ら
の

脅
威
に
対
す
る
ヨ
ク
シ
（
抑
止
）
だ
と
い
う
の
は
ユ
ク
シ
（
ウ
ソ
）
だ
と
知
っ
て
し
ま
っ
た

の
で
す
。

菅
総
理
、
ど
う
か
こ
の
声
に
耳
を
傾
け
て
下
さ
い
！

二
〇
一
〇
年
六
月
十
三
日(

日
）

第
五
二
〇
回
憲
法
を
守
る
平
和
行
進

浜
松
市
憲
法
を
守
る
会

事
務
局

浜
松
市
中
区
紺
屋
町
三
〇
一
～
一
五

★
月
例
護
憲
平
和
行
進

毎
月
第
二
日
曜
日
・
午
後
一
時
・
浜
松
市
役
所
正
面
玄
関
集
合

六
・
十
八

浜
松
大
空
襲
と
平
和
憲
法
を
心
に
刻
む
集
会
の
ご
案
内

日
時
・
・
六
月
十
五
日
（
火
）
午
後
六
時
半
～
八
時
半
予
定

場
所
・
・
遠
州
教
会
（
浜
松
市
中
区
紺
屋
町
三
〇
一
～
一
五
）

内
容
・
・
ド
キ
ュ
メ
ン
タ
リ
ー
映
画
「
未
決
・
沖
縄
戦
」
観
賞
。
そ
の
後
、
観
賞
の
感
想
・

自
由
討
議
な
ど
。
ど
う
ぞ
ふ
る
っ
て
ご
参
加
下
さ
い
。

＊
浜
松
市
憲
法
を
守
る
会
・
静
岡
県
西
部
地
区
平
和
遺
族
会
の
共
催

◆武力ではなく「平和憲法」で国際貢献！ これが日本の使命です◆

◆浜松市憲法を守る会のホームページ http://goken-hamamatsu.cool.ne.jp/ ◆


